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「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
」
で 

基
礎
固
め
を 

本
年
度
か
ら
一
年
生
は
水
曜
日
の
五
限
目
に
学
校
設
定

科
目
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
」
を
履
修
し
て
い
ま
す
。
こ

の
時
間
は
、
小
中
学
校
の
学
習
を
一
〇
級
～
一
級
の
段
階

別
に
昇
級
制
で
復
習
し
て
い
き
ま
す
。
一
学
期
は
数
学
、

二
学
期
は
英
語
、
三
学
期
は
国
語
で
す
。
数
学
は
、
一
〇

級
「
分
数
」
９
級
「
小
数
」
８
級
「
割
合
」
７
級
「
単
位

の
換
算
」
と
続
き
ま
す
。 

は
じ
め
は
、
抜
け
落
ち
て
い
た
学
習
が
あ
る
嫌
な
自
分

と
向
き
合
う
の
を
め
ん
ど
く
さ
そ
う
に
し
て
い
る
人
が
目

立
ち
ま
し
た
が
、
回
数
を
重
ね
る
に
従
っ
て
、「
昇
級
し
た

い
！
」
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
り
、
昇
級
に
よ
っ
て

自
信
を
つ
け
て
い
る
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。 

分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
実
は
覚
え
違
い
を
し
て

い
る
こ
と
な
ど
は
、
誰
に
で
も
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
分

か
ら
な
い
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

分
か
ら
な
い
こ
と
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
の
方
が
恥

ず
か
し
い
こ
と
で
す
。
東
灘
高
校
の
先
生
は
皆
、
分
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
分
か
ろ
う
と
し
て
い
る
人
を
ど
こ
ま
で

も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
」
で
基
礎
固

め
を
し
、
そ
の
上
に
高
校
の
学
習
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で

本
当
の
実
力
を
つ
け
、
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
ず
つ
前
進
し

ま
し
ょ
う
。 

 遅
刻
ゼ
ロ
週
間 

-

５
月
度- 

五
月
度
の
「
遅
刻
ゼ
ロ
週
間
」
を
五
月
七
日
（
月
）
～

十
一
日
（
金
）
に
実
施
し
ま
し
た
。
四
月
度
（
四
月
十
六

日
（
月
）
～
二
十
日
（
金
）
は
合
計
五
十
四
名
（
一
年
二

名
、
二
年
十
七
名
、
三
年
三
十
五
名
）
の
遅
刻
で
し
た
が
、

五
月
度
は
十
名
増
の
合
計
六
十
四
名
（
一
年
十
名
、
二
年

二
十
五
名
、
三
年
二
十
九
名
）
と
な
り
ま
し
た
。
期
間
中

二
回
以
上
の
遅
刻
者
も
四
月
度
は
四
名
で
し
た
が
、
五
月

度
は
、
八
名
と
増
加
し
て

い
ま
す
。
人
間
、
慣
れ
る

と
気
持
ち
が
ゆ
る
み
ま
す
。

気
を
引
き
締
め
直
し
ま
し

ょ
う
。 

 

 

第
一
回
学
校
評
議
員
会 

-

五
月
十
六
日
（水
） 

 

五
月
十
六
日
（
水
）
七
名
の
学
校
評
議
員
に
来
校
い
た

だ
き
、
第
一
回
の
学
校
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
授

業
参
観
で
は
、「
生
徒
の
発
表

が
少
な
い
」
と
い
う
ご
意
見

と
と
も
に
「
ほ
と
ん
ど
の
生

徒
が
教
科
書
を
出
し
、
好
印

象
。
自
発
的
な
発
表
も
み
ら

れ
た
」
と
い
う
評
価
も
あ
り

ま
し
た
。
昼
食
は
、
本
校
食

堂
に
て
生
徒
と
席
を
並
べ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
食
堂
で

の
生
徒
の
挨
拶
が
良
か
っ

た
」
と
四
名
か
ら
お
誉
め
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 高
大
連
携
講
座 

-

五
月
一
日
（火
）- 

五
月
一
日
（
火
）、
放
課
後
、
本
年
度
第
一
回
高
大
連
携

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
神
戸
常
盤
大
学
教
育
学
部
こ
ど

も
教
育
学
科 

井
上
文
雄
准
教
授
を
お
招
き
し
、「
保
育
士
、

教
師
（
幼
稚
園
、
小
学
校
）
に
な
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
約
一
時
間
、
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
育
士
、

教
師
に
な
る
た
め
に
必
要
な
資
質
、
現
在
の
常
盤
幼
稚
園

の
子
ど
も
の
様
子
に
も
触

れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
…
最
近
（
保
育
士
に

な
り
た
い
）
気
持
ち
が
ゆ

ら
ぎ
『
ど
う
で
も
い
い
わ
』

な
ど
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
井
上
先
生
の
お
話
を

聞
い
て
、
改
め
て
保
育
士

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
保
育
士
に

な
る
努
力
を
し
ま
す
。」
と

い
う
感
想
を
書
い
た
参
加

者
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

校
長
面
談
始
ま
る 

-

三
年
生-

 

四
月
十
七
日
（
火
）
か

ら
今
年
も
、
三
年
生
を
対

象
に
し
た
校
長
面
談
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
二
〇

一
名
の
三
年
生
が
昼
休

み
と
放
課
後
、
順
番
に
校

長
室
を
訪
れ
ま
す
。
自
分

の
進
路
に
つ
い
て
校
長

先
生
と
一
対
一
で
話
を

す
る
と
、
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
が
し
ま
す
。
で
も
、

そ
れ
が
「
よ
し
、
頑
張
る

ぞ
」
と
決
意
す
る
き
っ
か

け
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 
 運

動
部
集
会 

-

五
月
二
日
（水
） 

総
合
体
育
大
会
を
前
に

運
動
部
集
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
三

年
生
は
、
こ
の
大
会
を
最

後
に
引
退
し
ま
す
。
悔
い

の
な
い
試
合
と
な
る
よ
う
、

校
長
が
直
接
、
激
励
し
ま

し
た
。
一
、
二
年
生
は
こ

れ
か
ら
部
活
の
中
心
に
な

る
と
い
う
自
覚
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

高
等
学
校
体
育
連
盟
加
入
状
況 

五
月
一
日
付
け
高
体
連
加
入
状
況
は
、
表
の
と
お
り
で

す
。
部
員
数
は
、男
子
は
２
６
４
人
中
１
５
６
人
（
５
９
％
）、

女
子
は
４
３
２
人
中
１
０
９
人
（
２
５
％
）
合
計
６
９
６

人
中
２
６
５
人
（
３
８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

※
硬
式
野
球
部
は
高
野
連
加
入 

 

 
 

 

            

君の「夢」サポートします 
―地域と共にある 地域に輝く東灘高― 

部活動名 男 女 ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

陸上競技部 5 1  

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 18 10 7 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部  12  

卓球同好会 19 18  

サッカー部 19  4 

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部 ・  26  

ﾎﾞｰﾄ同好会  4  

剣道同好会 2 2 1 

弓道部 14 10  

硬式テニス部 29 10  

空手道部 14 10 5 

ラグビー部 7 1 1 

野球部（※） 28  4 

 

活動の様子は、兵庫県立東灘高等学校ホームページでご覧になれます。 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~higashinada-hs/ 


